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１．背景 

 地球規模での資源・廃棄物制約や海洋プラスチックごみ問題への対応が求められており，世界全体の取組として，プラスチック資源循環体制を構築するととも

に，海洋プラスチックごみによる汚染防止を進めることが必要となっている。このため，バイオマスプラスチック、紙等の化石資源由来プラスチック代替品の開発

や転換，リサイクル技術の開発，海洋生分解性プラスチックの開発・利用など，プラスチック資源循環に関する技術がますます重要になる。

 このような背景のもと、SDGsの観点からも、近年、特に注目されている「プラスチック資源循環」の分野について特許出願技術動向調査分析が行われた。

 以下では，同調査結果より，生分解性プラスチック（微生物の働きによって最終的に水と二酸化炭素にまで分解されるプラスチック）等に関する，プラスチックの

製造技術，リサイクル技術などの要素技術，課題の出願動向について取り上げるとともに，応用産業（用途）についても言及する。
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